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□

要

旨

丹
生
都
比
売
神
社
に
祀
ら
れ
る
丹
生
高
野
両
明
神
は
、
空
海
が
高
野
山
を
開
く
際
の
地
主
神
で
あ
り
、
広
大
な
神
領
を
寄
進
し
て
、
高
野
山
の

守
護
神
に
な
っ
た
と
云
わ
れ
て
い
る
が
、
本
来
、
両
明
神
は
別
々
な
神
で
あ
る
。
高
野
明
神
は
空
海
が
高
野
山
に
入
部
し
た
際
に
交
渉
を
持
っ
た

地
主
神
で
あ
り
、
丹
生
明
神
は
高
野
山
の
山
下
に
存
在
す
る
在
来
の
神
で
あ
っ
た
。

高
野
山
が
荘
園
領
主
と
し
て
荘
園
の
獲
得
に
の
り
だ
す
と
、
丹
生
明
神
を
積
極
的
に
抱
え
込
む
動
き
を
示
す
。
そ
れ
は
丹
生
明
神
の
「
告
文
」

や
「
氏
文
」
に
記
さ
れ
た
神
領
が
大
い
に
活
用
さ
れ
、
そ
の
内
容
も
高
野
山
に
有
利
に
働
く
様
に
書
き
換
え
ら
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
抱
え
込
み
に

利
用
さ
れ
た
の
が
高
野
明
神
で
あ
る
。
両
明
神
は
親
子
関
係
で
結
ば
れ
、「
丹
生
高
野
両
明
神
」
と
し
て
、
丹
生
明
神
の
遷
座
当
初
よ
り
の
関
係
と

描
き
だ
さ
れ
る
。

丹
生
都
比
売
神
社
の
側
に
と
っ
て
も
高
野
山
と
の
関
係
深
化
は
大
き
な
利
点
が
存
在
し
た
。
中
央
に
大
き
な
パ
イ
プ
を
持
つ
高
野
山
を
媒
介
に

位
階
を
上
げ
、
発
展
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

□

キ
ー
ワ
ー
ド

丹
生
高
野
両
明
神

地
主
神

空
海

縁
起

荘
園
の
獲
得
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目

次

は
じ
め
に

一
、
修
行
縁
起
と
今
昔
物
語

二
、
先
行
論
文
の
成
果

三
、
丹
生
都
比
売
神
と
丹
生
酒
殿
神
社

四
、
丹
生
都
比
売
神
社
（
天
野
社
）

（
以
上
、
本
号
）

五
、
高
野
明
神

（
以
下
、
次
号
）

六
、
丹
生
都
比
売
命
と
高
野
明
神

お
わ
り
に
―
地
主
神
に
つ
い
て
―

は
じ
め
に

寺
社
建
立
の
縁
起
に
は
、
よ
く
地
主
神
と
の
交
渉
譚
が
語
ら
れ
て
い
る
。
地
主
神
が
高
僧
に
土
地
を
譲
渡
し
て
仏
法
の
興
隆
に
助
力
す

る
と
い
う
、
護
法
善
神
思
想
で
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
典
型
的
な
例
と
し
て
は
、
天
台
宗
無
動
寺
の
相
応
和
尚
と
葛
川
の
地
主
神

志
子
淵
神
と
の
交
渉
譚
で
あ
る（
１
）。

そ
の
他
、
具
体
的
に
譲
渡
説
話
が
語
ら
れ
ず
、
い
ろ
い
ろ
装
飾
さ
れ
て
い
て
も
、
東
寺
の
稲
荷
明
神（
２
）、

比
叡
山
の
日
吉
神
社（
３
）、

長
谷
寺
の
瀧
倉
神
社（
４
）な

ど
、
地
主
神
と
大
寺
院
と
の
関
係
は
、
本
来
は
同
様
の
構
造
を
も
つ
も
の
と
思
わ
れ
る
。

葛
川
の
地
主
神
で
あ
る
志
子
淵
神
と
相
応
和
尚
の
よ
う
に
、
神
域
を
譲
与
す
る
話
が
詳
細
に
語
ら
れ
て
い
る
縁
起
は
あ
ま
り
多
く
は
な

い
が
、
高
野
山
の
地
主
神
で
あ
る
丹
生
都
比
売
神
の
説
話
は
『
御
手
印
縁
起
』
や
空
海
伝
な
ど
で
、
高
野
山
開
創
に
関
わ
る
弘
法
大
師
空
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海
と
地
主
神
と
の
交
渉
譚
が
非
常
に
詳
し
く
語
ら
れ
て
い
る
。
両
者
に
共
通
す
る
環
境
は
、
背
後
に
堺
相
論
が
存
在
し
、
領
域
の
正
統
性

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
必
要
性
が
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
に
は
不
可
思
議
な
霊
験
談
を
語
る
縁
起
類
と
現
実
離
れ
し
た
説
話
に
彩

ら
れ
た
世
界
が
展
開
し
、
相
論
を
有
利
に
進
め
る
た
め
に
、
後
世
に
作
成
さ
れ
た
偽
文
書
も
存
在
し
、
史
実
を
覆
い
隠
し
て
し
ま
っ
て
い

る
こ
と
も
あ
る
。
た
だ
そ
れ
ら
が
事
実
無
根
の
上
に
構
築
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
事
実
の
上
に
構
築
さ
れ
、
拡
大
発
展
し
た
も
の
と
考
え

れ
ば
、
史
実
を
把
む
糸
口
に
な
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

高
野
山
の
場
合
、
空
海
に
仮
託
さ
れ
た
遺
告
類
や
文
書
、
地
主
神
と
空
海
の
交
渉
譚
、
地
元
の
伝
承
な
ど
様
々
な
逸
話
が
語
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
高
野
山
に
特
徴
的
な
こ
と
は
、
地
主
神
と
の
交
渉
譚
に
丹
生
大
明
神
と
高
野
大
明
神
の
二
柱
の
神
が
登
場
す
る
こ
と
で
あ
る
。

他
の
例
を
見
る
と
、
複
数
の
地
主
神
は
登
場
す
る
こ
と
は
稀
で
あ
る
。
寺
地
の
確
保
だ
け
な
ら
ば
、
何
も
二
柱
の
地
主
神
を
登
場
さ
せ
る

必
要
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
何
故
に
高
野
山
と
地
主
神
の
交
渉
譚
に
は
二
柱
の
地
主
神
が
登
場
す
る
の
か
、
そ
の
理
由
を
歴
史
的
背
景
と

あ
わ
せ
て
考
え
て
み
た
い
。

一
、
修
行
縁
起
と
今
昔
物
語

空
海
と
丹
生
神
の
交
渉
譚
を
、
当
時
の
貴
族
社
会
に
広
く
知
れ
渡
ら
せ
た
の
は
、
お
そ
ら
く
『
今
昔
物
語
』
の
説
話
で
あ
ろ
う
。『
今

昔
物
語
』
の
「
弘
法
大
師
、
始
建
高
野
山
語
第
二
十
五
」
を
示
し
て
み
る
と
（
便
宜
、
カ
タ
カ
ナ
を
ひ
ら
が
な
に
直
し
た
）、

弘
仁
七
年
と
云
ふ
年
の
六
月
に
、
王
城
を
出
て
尋
ぬ
る
に
、
大
和
国
、
宇
智
の
郡
に
至
て
、
一
人
の
猟
の
人
に
会
ぬ
。
其
形
、
面
赤
く

し
て
長
八
尺
計
也
、
青
き
色
の
小
袖
を
着
せ
り
、
骨
高
く
筋
太
し
。
弓
箭
を
以
て
身
帯
せ
り
。
大
小
二
の
黒
き
犬
を
具
せ
り
、
即
ち
、

此
人
大
師
を
見
て
、
過
ぎ
通
る
に
云
く
、「
何
ぞ
の
聖
人
の
行
き
給
ふ
ぞ
」
と
。
大
師
の
宣
は
く
、「
我
れ
唐
に
し
て
三
鈷
を
擲
て
、「
禅

高
野
山
と
丹
生
・
高
野
両
明
神
（
藤
井
）
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定
の
霊
穴
に
落
よ
」
と
誓
ひ
き
。
今
其
所
を
求
め
行
く
也
」
と
。
猟
者
の
云
く
、「
我
れ
は
是
南
山
の
犬
飼
也
。
我
れ
其
所
を
知
れ
り
。

速
に
可
教
奉
し
」
と
云
て
、
犬
を
放
て
令
走
る
間
、
犬
失
ぬ
。

大
師
、
其
よ
り
紀
伊
の
国
の
堺
、
大
河
の
辺
に
宿
し
ぬ
。
此
に
一
人
の
山
人
に
会
ぬ
。
大
師
此
事
を
問
給
ふ
に
、「
此
よ
り
南
に
平

原
の
沢
有
り
。
是
其
所
也
」。
明
る
朝
に
、
山
人
、
大
師
に
相
具
し
て
行
く
間
、
蜜
に
語
て
云
く
、「
我
れ
此
山
の
王
也
、
速
に
此
の
領

地
を
可
奉
し
」
と
。
山
の
中
に
百
町
許
入
ぬ
。
山
の
中
は
直
し
く
鉢
を
臥
た
る
如
く
に
て
、
廻
に
峯
八
立
て
登
れ
り
、
桧
の
云
む
方
無

く
大
な
る
、
竹
の
様
に
て
生
並
た
り
。
其
中
に
一
の
桧
の
中
に
大
な
る
竹
股
有
り
。
此
の
三
鈷
被
打
立
た
り
。
是
を
見
る
に
、
喜
び
悲

ぶ
事
無
限
し
。「
是
、
禅
定
の
霊
崛
也
」
と
知
ぬ
。「
此
の
山
人
は
誰
人
ぞ
」
と
問
給
へ
ば
、「
丹
生
の
明
神
と
な
む
申
す
」。
今
の
天
野

の
宮
、
是
也
。「
犬
飼
を
ば
高
野
の
明
神
と
な
む
申
す
」
と
云
て
、
失
ぬ（
５
）。

（
後
略
）

こ
の
説
話
は
、
空
海
が
唐
か
ら
の
帰
路
、
船
上
か
ら
三
鈷
を
投
じ
、
そ
の
着
地
し
た
場
所
に
一
寺
を
建
立
せ
ん
と
念
じ
、
高
野
山
に
金

剛
峯
寺
を
開
創
す
る
と
い
う
有
名
な
話
で
あ
る
。
そ
の
三
鈷
を
探
す
途
次
に
南
山
の
猟
人
（
高
野
明
神
）
と
山
民
（
丹
生
明
神
）
に
出
会
い
、

三
鈷
の
場
所
と
広
大
な
神
域
を
譲
与
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
話
の
展
開
は
、
白
井
優
子
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
空
海
が
出
会
う
猟
人
と
山
人
の
二
人
が
三
鈷
の
存
在
場
所
を
教
え
る
と
い
う

話
が
「
並
行
」
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る（
６
）。

こ
の
説
話
は
、
も
と
も
と
独
立
し
た
猟
人
と
空
海
が
出
会
う
話
と
山
民
に
出
会
う
話
が
結
び
付

け
ら
れ
て
展
開
し
て
い
る
よ
う
に
感
ぜ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
金
剛
峯
寺
を
建
立
す
る
際
の
、
空
海
と
寺
地
に
な
る
高
野
山
の
地

主
神
と
の
交
渉
と
、
高
野
山
が
寺
領
を
確
保
し
、
荘
園
経
営
を
展
開
す
る
際
の
丹
生
社
と
の
交
渉
を
描
く
二
つ
の
説
話
か
ら
構
成
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。

『
今
昔
物
語
』
の
空
海
の
説
話
は
、『
金
剛
峯
寺
建
立
修
行
縁
起
』（
以
降
、『
修
行
縁
起
』
と
略
す
）
を
ベ
ー
ス
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
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が
指
摘
さ
れ
て
い
る（
７
）。『

修
行
縁
起
』
の
話
の
展
開
も
、『
今
昔
物
語
』
の
「
弘
法
大
師
、
始
建
高
野
山
語
」
の
話
も
丹
生
・
高
野
両
明
神

の
項
は
ほ
ぼ
同
じ
展
開
に
な
っ
て
い
る
。
両
者
の
大
き
な
違
い
は
『
修
行
縁
起
』
で
は
丹
生
明
神
が
空
海
に
譲
与
す
る
神
領
の
四
至
を
掲

げ
て
い
る
の
に
対
し
、『
今
昔
物
語
』
で
は
四
至
は
明
示
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
空
海
の
入
定
伝
説
に
移
っ
て
い
る
。
こ
の
違
い
は
高
野
山

側
で
書
か
れ
た
『
修
行
縁
起
』
が
高
野
山
の
領
域
の
正
統
性
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
意
図
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、『
今
昔
物
語
』
は
、

読
者
層
の
関
心
に
合
わ
せ
て
、
空
海
の
入
定
伝
説
に
移
行
す
る
と
い
う
編
者
の
意
向
が
背
景
に
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
高
野
山
に
と
っ

て
、
丹
生
明
神
に
よ
り
、
そ
の
神
域
が
譲
渡
さ
れ
た
と
い
う
説
話
を
社
会
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
大
き
な
課
題
と
し
て
存
在
し
て
い
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

二
、
先
行
論
文
の
成
果

高
野
山
に
関
す
る
研
究
は
、『
御
手
印
縁
起
』
や
遺
告
類
、
空
海
伝
記
の
研
究
、
神
仏
習
合
、
本
地
垂
迹
説
の
研
究
、
荘
園
の
研
究
、

そ
れ
に
関
連
し
た
在
地
領
主
制
の
研
究
な
ど
多
方
面
に
わ
た
り
、
膨
大
な
研
究
成
果
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
こ
こ
で
取
り
あ
げ

る
丹
生
都
比
売
神
と
高
野
神
に
関
す
る
研
究
は
、
空
海
の
伝
記
類
の
整
理
、
空
海
に
仮
託
さ
れ
た
遺
告
類
や
『
御
手
印
縁
起
』
の
制
作
年

代
に
関
連
し
て
、
多
く
の
研
究
成
果
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
伝
記
類
、
遺
告
類
の
文
献
の
分
析
を
中
心
と
す
る
研
究
の
中
で
、
祭
礼
、

祝
詞
、
伝
承
、
現
地
調
査
な
ど
か
ら
の
研
究
も
存
在
す
る
。

こ
こ
で
は
そ
れ
ら
の
研
究
の
中
で
、
本
稿
に
関
連
す
る
高
野
山
の
地
主
神
で
あ
る
丹
生
高
野
両
明
神
を
著
し
た
先
行
論
文
を
中
心
に
整

理
し
て
み
た
い
。

ま
ず
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
が
『
紀
伊
続
風
土
記
』（
以
降
『
続
風
土
記
』
と
略
す
）
で
あ
る
。
こ
の
著
書
は
江
戸
時
代
の
地
誌
類
で
あ
り
、

高
野
山
と
丹
生
・
高
野
両
明
神
（
藤
井
）
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個
人
の
研
究
書
と
い
う
よ
り
も
編
纂
物
で
あ
る
が
、
丹
生
都
比
売
神
社
（
天
野
社
）
に
つ
い
て
、
多
く
の
頁
を
割
き
言
及
し
て
お
り（
８
）、

ひ

ろ
く
史
料
や
在
地
の
伝
承
を
掲
げ
、
古
今
の
宗
教
家
や
国
学
者
な
ど
が
解
釈
し
た
種
々
の
縁
起
類
や
神
書
を
紹
介
し
て
い
る
の
で
、
百
家

争
鳴
の
態
を
な
し
て
お
り
、
随
所
に
著
さ
れ
る
編
者
の
解
釈
も
齟
齬
が
見
ら
れ
る
が
、
参
考
に
す
べ
き
も
の
が
多
い
。

ま
ず
降
臨
の
地
に
『
丹
生
大
明
神
告
門
』（
以
降
、『
告
門
』
と
略
す
）
を
掲
げ
、「
紀
伊
国
伊
都
郡
奄
田
村
乃
石
口
爾
天
降
坐
天
大
御
名
乎

申
波
恐
之
不
申
波
恐
支
伊
佐
奈
支
伊
佐
奈
美
乃
命
乃
御
児
天
乃
御
蔭
日
乃
御
蔭
丹
生
津
比
咩
乃
大
御
神
登
大
御
名
乎
顕
給
」
と
の
祝
詞
か
ら

「
丹
生
津
姫
は
伊
邪
那
岐
伊
邪
那
美
命
の
御
子
た
る
こ
と
顕
著
な
り
」
と
丹
生
都
比
売
命
を
天
孫
系
の
列
に
加
え
て
い
る
。
更
に
最
初
の

降
臨
の
地
で
あ
る
「
伊
都
郡
奄
田
村
乃
石
口
」
を
降
臨
の
伝
承
を
持
つ
三
谷
村
酒
殿
神
社
に
比
定
し
て
い
る
。（「
天
野
荘
上
天
野
村
」
の
項
）

降
臨
の
経
緯
は
、
和
歌
浦
の
玉
津
島
に
鎮
座
す
る
天
照
大
神
の
妹
稚
日
女
尊
が
『
播
磨
国
風
土
記
』
に
語
ら
れ
た
神
功
皇
后
の
新
羅
遠

征
に
功
が
あ
り
、
そ
の
論
功
行
賞
と
し
て
伊
都
郡
丹
生
川
上
の
管
川
（
筒
香
）
藤
代
峰
を
賜
い
、
そ
こ
に
遷
座
し
た
と
い
う（
９
）。

こ
こ
で
『
播

磨
国
風
土
記
』
の
逸
話
に
登
場
す
る
「
爾
保
都
比
売
命
」
は
丹
生
都
比
売
命
で
あ
り
稚
日
女
尊
と
同
体
で
あ
る
。
し
か
し
先
座
の
玉
津
島

に
も
未
練
が
あ
り
、
玉
津
島
に
残
る
神
と
藤
代
峰
に
遷
座
す
る
神
の
「
一
神
両
所
」
と
な
る
。
藤
代
に
遷
っ
た
神
が
丹
生
都
比
売
神
と
な

る
。
そ
の
後
、
処
々
に
遷
行
し
、
最
終
的
に
現
在
の
天
野
の
地
に
鎮
座
す
る
。
天
野
社
で
毎
年
九
月
十
六
日
に
行
わ
れ
る
神
輿
の
玉
津
島

遷
幸
の
「
浜
降
り
神
事
」
は
そ
の
名
残
で
あ
る
。（「
天
野
荘
上
天
野
村
」
の
項
）

丹
生
都
比
売
神
社
を
祭
祀
す
る
丹
生
氏
の
出
自
は
、
丹
生
祝
氏
の
系
譜
で
あ
る
『
丹
生
祝
氏
文（
10
）』（「

以
降
、『
氏
文
』
と
略
す
）
よ
り
、

紀
伊
国
造
家
紀
氏
の
同
族
で
あ
り
、
豊
耳
命
の
時
に
、
国
主
神
の
「
女
阿
牟
田
刀
自
」
を
娶
り
、
そ
の
子
「
小
牟
久
君
」
か
ら
大
丹
生
直
、

丹
生
祝
、
丹
生
相
見
が
出
て
丹
生
高
野
両
明
神
を
祀
る
丹
生
家
が
生
ま
れ
る
。「
阿
牟
田
」
は
「
奄
田
」
で
あ
り
、
現
在
の
九
度
山
町
慈

尊
院
周
辺
の
古
名
で
あ
り
、「
小
牟
久
」
は
紀
ノ
川
を
挟
ん
で
北
側
の
「
神
野
村
」
の
地
域
を
比
定
し
て
い
る
。（「
天
野
荘
上
天
野
村
」
の
項
）

高
野
明
神
は
高
野
山
に
鎮
座
す
る
地
主
神
で
あ
り
、
天
野
祝
の
祭
祀
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
応
神
天
皇
の
御
世
に
丹
生
明
神
が
天
野
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の
地
に
鎮
座
し
た
際
に
同
所
に
遷
座
し
て
合
祀
さ
れ
た
の
で
、「
丹
生
高
野
御
子
神
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。（「
天
野
荘
上
天
野
村
」

の
項
）
高
野
明
神
は
狩
場
明
神
と
同
体
と
す
る
が
そ
れ
ぞ
れ
別
の
神
で
あ
る
。
狩
場
明
神
は
弘
法
大
師
の
道
案
内
を
し
た
猟
師
を
神
と
し

て
祀
っ
た
も
の
で
あ
り
、
弘
法
大
師
と
同
時
代
の
神
で
あ
る
。
高
野
明
神
は
「
神
世
」
の
昔
よ
り
高
野
山
に
鎮
座
す
る
神
で
あ
る
。
両
神

が
混
同
さ
れ
た
の
は
弘
法
大
師
が
高
野
山
を
訪
れ
た
事
実
を
「
神
霊
」
化
す
る
た
め
に
、
高
野
明
神
が
猟
師
と
化
し
て
導
い
た
と
い
う
話

を
説
い
た
こ
と
か
ら
、
狩
場
明
神
と
混
同
さ
れ
た
の
で
あ
る
。（「
三
谷
荘
皮
張
村
」
の
項
）

以
上
が
『
続
風
土
記
』
の
丹
生
高
野
両
明
神
に
関
す
る
解
釈
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
前
近
代
と
い
う
限
界
を
持
ち
な
が
ら
も
、
そ

の
研
究
成
果
は
十
分
に
傾
聴
す
る
価
値
を
有
し
て
い
る
。

次
に
戦
後
に
発
表
さ
れ
た
研
究
成
果
を
み
て
み
た
い
。
史
料
の
関
係
上
、
民
俗
学
的
な
研
究
成
果
が
中
心
に
な
る
が
、
４
つ
に
分
類
し

整
理
し
て
み
た
い
。

①
、
水
神
的
性
格

柴
田
実
氏（
11
）は

、
現
地
調
査
を
踏
ま
え
、
丹
生
都
比
売
神
社
の
存
在
す
る
天
野
の
地
は
そ
れ
ぞ
れ
沢
に
沿
っ
て
作
ら
れ
る
垣
内
集
落
に

よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
で
も
奥
ノ
沢
、
中
ノ
沢
、
柳
ノ
沢
は
天
野
集
落
の
始
源
に
遡
り
、
天
野
で
初
め
て
水
田
が
開
か
れ
た

水
の
神
を
祀
っ
た
沢
の
神
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
ま
た
丹
生
都
比
売
命
が
最
初
に
降
臨
し
た
と
さ
れ
る
「
伊
都
郡
奄
田
村
石
口
」
は
今
の

丹
生
酒
殿
神
社
の
場
所
で
あ
り
、
横
に
流
れ
る
沢
の
「
石
口
滝
」
に
降
臨
し
た
と
い
う
伝
承
を
持
ち
、
奄
田
（
ア
ム
タ
）
は
訓
読
す
れ
ば
、

「
イ
ホ
リ
ダ
」
で
あ
り
、
諸
方
に
存
在
す
る
「
イ
ヘ
ダ
」
に
通
じ
、「
土
地
を
開
い
た
家
が
、
そ
の
祖
霊
で
も
あ
り
、
田
の
神
で
も
あ
る
も

の
を
ま
つ
る
た
め
に
、
山
か
ら
流
れ
出
る
最
も
清
浄
な
水
に
よ
っ
て
作
る
田
」
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
か
ら
丹
生
都
比
売
命
の

神
格
を
田
の
神
、
稲
霊
と
推
測
し
て
い
る
。

高
野
山
と
丹
生
・
高
野
両
明
神
（
藤
井
）
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門
屋
温
氏（
12
）は

、
初
期
の
伝
記
『
空
海
僧
都
伝
』
に
沢
地
に
棲
む
荒
ぶ
る
障
碍
神
と
し
て
登
場
す
る
こ
と
を
重
視
し
、
天
野
社
の
周
辺
に

は
「
柳
沢
、
奥
沢
、
中
沢
（
南
沢
）」
が
存
在
し
、
正
月
な
ど
の
祭
礼
に
は
奉
幣
が
行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、「
沢
地
の
神
」
と
し
て
の
ニ
フ

ツ
ヒ
メ
を
指
摘
し
て
い
る
。

五
来
重
氏（
13
）は

、『
氏
文
』
に
載
せ
ら
れ
る
四
至
が
、
十
津
川
の
水
源
、
有
田
川
の
水
源
、
紀
ノ
川
（
吉
野
川
）
支
流
の
丹
生
川
天
野
川

の
水
源
に
あ
た
る
山
地
を
画
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
も
と
も
と
の
丹
生
都
比
売
命
は
、
こ
れ
ら
の
山
神
で
あ
る
と
と
も
に
、
水
神
（
水

分
神
）
で
も
あ
っ
た
。
水
神
は
女
神
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、
丹
生
都
比
神
（
女
神
）
と
高
野
神
（
男
神
）
は
本
来
「
丹
生
津
比
売
高
野
大

明
神
」
と
し
て
、
一
柱
の
神
で
あ
り
、
説
話
に
登
場
す
る
狩
人
は
神
の
司
祭
者
で
あ
る
と
推
定
。
原
初
的
な
水
懸
り
村
落
の
山
神
水
神
信

仰
と
山
岳
地
帯
を
テ
リ
ト
リ
ー
と
す
る
山
伏
の
山
岳
信
仰
を
想
定
し
て
い
る
。

丹
生
都
比
売
命
の
水
神
と
し
て
の
性
格
は
『
続
風
土
記
』
の
編
者
も
一
つ
の
説
と
し
て
紹
介
し
て
い
る
。
丹
生
の
約
め
た
も
の
が
「
渟
」

で
あ
り
、
水
の
湛
え
た
場
所
を
言
い
、「
沼
」
も
同
じ
意
で
あ
る
と
い
う
。
谷
や
河
川
の
場
所
に
丹
生
と
い
う
地
名
が
多
く
見
ら
れ
、「
津
」

は
「
乃
」
と
い
う
助
詞
で
あ
り
、
丹
生
都
比
売
は
水
の
女
神
と
解
釈
で
き
る
と
い
う
の
で
あ
る
。（「
天
野
社
之
上
」
の
項
）

②
、
水
銀
の
女
神
と
し
て
の
性
格

松
田
寿
男
氏
は
『
丹
生
の
研
究
』（
14
）で

、「
丹
生
」
と
い
う
地
名
が
「
丹
す
な
わ
ち
朱
砂
（
硫
化
水
銀
）
の
産
出
を
意
味
」
し
て
お
り
、

そ
れ
ら
の
地
名
は
古
代
の
水
銀
鉱
業
の
痕
跡
を
示
し
て
い
る
と
指
摘
し
、
ニ
ウ
ヅ
ヒ
メ
（
丹
生
都
比
売
）
は
朱
砂
の
産
出
を
支
配
す
る
女

神
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
こ
の
朱
砂
の
採
掘
に
従
事
し
た
民
が
「
丹
生
氏
」
で
あ
る
と
し
て
、
全
国
の
「
丹
生
」
地
名
や
丹
生
神
社
を
調

査
、
同
時
に
鉱
掘
跡
や
土
の
水
銀
の
含
有
量
も
調
べ
て
論
を
補
強
し
て
い
る
。
高
野
山
の
地
主
神
丹
生
都
比
売
神
社
に
つ
い
て
も
、
水
銀

鉱
床
が
分
布
す
る
中
央
構
造
線
周
辺
に
位
置
し
て
お
り
、
そ
れ
を
裏
付
け
て
い
る
。
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注
目
さ
れ
る
の
は
、
古
代
の
朱
砂
採
掘
は
技
術
的
に
脆
弱
で
、
そ
の
た
め
に
す
ぐ
に
廃
鉱
に
な
る
こ
と
が
多
く
、
祭
神
の
ニ
ウ
ヅ
ヒ
メ

も
そ
の
神
格
を
変
え
た
り
、
合
祀
や
消
滅
す
る
途
を
た
ど
る
。
そ
の
代
表
例
と
し
て
、
高
野
山
の
地
主
神
丹
生
都
比
売
神
社
と
大
和
丹
生

川
上
神
社
を
掲
げ
て
い
る
。

高
野
山
の
地
主
神
丹
生
都
比
売
神
社
は
、
本
来
の
高
野
山
の
地
主
神
で
あ
る
高
野
明
神
と
の
合
祀
と
い
う
形
を
と
り
、
丹
生
高
野
明
神

と
し
て
、
高
野
山
金
剛
峯
寺
の
勢
力
下
に
は
い
り
、
紀
伊
一
国
に
勢
力
を
張
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
ニ
ウ
ヅ
ヒ
メ
は
消
滅
せ
ず
、
高
野
山

に
よ
っ
て
神
格
を
護
持
し
て
い
る
。
こ
れ
を
「
紀
伊
系
変
化
」
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
大
和
丹
生
川
上
神
社
の
本
来
の
祭
神
は
、

『
日
本
書
紀
』
巻
三
「
神
武
天
皇
紀
」
に
記
載
さ
れ
た
丹
生
川
上
神
社
の
起
源
に
で
て
く
る
「
水
無
し
飴
」
＝
ア
マ
ル
ガ
ム
を
掌
る
ニ
ウ

ヅ
ヒ
メ
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
ニ
ウ
ヅ
ヒ
メ
が
忘
れ
去
ら
れ
、
こ
れ
に
代
わ
っ
て
合
祀
さ
れ
て
い
た
水
の
女
神
ミ
ズ
ハ
ノ
メ
が
前
面
に
出
て

く
る
。
更
に
平
安
前
期
に
は
雨
師
の
オ
カ
ミ
が
加
わ
っ
た
と
推
定
し
、
こ
れ
を
「
大
和
系
変
化
」
と
し
て
い
る
。

松
田
氏
の
説
を
全
面
的
に
受
け
入
れ
発
展
さ
せ
た
の
が
田
中
久
夫
氏
と
俵
谷
和
子
氏
で
あ
る
。
田
中
久
夫
氏（
15
）は

、
都
か
ら
遠
く
離
れ
た

南
海
の
熊
野
や
高
野
山
が
何
故
に
宗
教
の
一
大
中
心
地
と
な
り
得
た
の
か
と
い
う
視
点
か
ら
、
そ
の
背
後
に
豊
富
な
鉱
物
資
源
の
存
在
を

指
摘
し
て
い
る
。
空
海
が
点
定
し
た
高
野
山
に
は
天
野
、
筒
香
を
本
拠
地
と
す
る
真
朱
採
掘
集
団
の
丹
生
氏
が
存
在
し
て
お
り
、
空
海
の

入
山
に
は
丹
生
氏
の
援
助
が
あ
っ
た
と
し
、『
今
昔
物
語
』
の
高
野
山
開
創
説
話
は
空
海
と
丹
生
氏
の
交
渉
を
語
っ
た
も
の
で
あ
る
と

す
る
。

さ
ら
に
俵
谷
和
子
氏（
16
）は

松
田
寿
男
氏
や
田
中
久
夫
氏
の
研
究
成
果
に
立
脚
し
、
多
く
の
造
寺
造
仏
事
業
を
行
っ
て
い
た
藤
原
道
長
の
高

野
山
参
詣
を
、
単
に
宗
教
的
発
心
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
事
業
に
必
要
な
多
量
の
水
銀
へ
の
関
心
が
あ
っ
た
と
指
摘
し
、
高
野
山
が
朱
砂

の
鉱
床
の
上
に
立
地
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
空
海
の
高
野
山
入
山
の
動
機
も
修
行
の
地
の
点
定
と
い
う
理
由
ば
か
り
で
は
な
く
、
造
寺
造

仏
に
必
要
な
丹
生
の
産
出
地
に
着
目
し
た
の
で
は
な
い
か
と
す
る
。
ま
た
空
海
と
丹
生
氏
と
の
関
係
は
、
水
銀
の
需
要
供
給
の
関
係
に

高
野
山
と
丹
生
・
高
野
両
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あ
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。

松
田
氏
の
論
は
文
献
史
料
の
み
な
ら
ず
、
全
国
の
「
丹
生
」
地
名
や
遺
構
か
ら
丹
生
都
比
売
命
の
性
格
を
規
定
し
て
お
り
、
説
得
力
の

あ
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
氏
は
、
古
代
の
採
掘
技
術
は
脆
弱
で
廃
坑
に
と
も
な
い
、
神
格
を
変
え
た
り
、
合
祀
や
消
滅
し
た
り
す
る
と
も

指
摘
し
て
い
る
。
高
野
山
の
地
主
神
丹
生
都
比
売
命
は
神
格
を
変
え
た
典
型
的
な
例
と
し
て
掲
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。

俵
谷
氏
は
空
海
や
藤
原
道
長
が
高
野
山
地
域
の
水
銀
生
産
に
着
目
し
た
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
し
て
い
る
が
、
高
野
山
が
、
道
長
や
空

海
な
ど
の
中
央
貴
族
が
着
目
し
、
食
指
を
動
か
す
ほ
ど
の
著
名
な
水
銀
の
産
地
で
あ
れ
ば
、
当
時
の
水
銀
に
関
連
し
た
史
料
に
出
て
き
た

り
、
現
地
の
伝
承
や
遺
跡
に
何
か
の
形
で
残
っ
て
い
る（
17
）も

の
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
少

な
く
と
も
平
安
期
に
は
、
高
野
山
周
辺
は
水
銀
の
産
地
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

③
、
国
造
紀
氏
の
祭
神

岡
田
荘
司
氏（
18
）は

、
空
海
伝
記
や
遺
告
の
文
献
史
料
の
み
な
ら
ず
、
祭
礼
や
祝
詞
な
ど
は
原
初
の
形
態
を
踏
襲
し
後
世
に
伝
え
て
い
る
と

し
て
、
そ
れ
ら
を
豊
富
に
史
料
と
し
て
使
い
丹
生
都
比
売
神
の
性
格
を
分
析
し
て
い
る
。

丹
生
都
比
売
命
は
国
造
家
の
紀
氏
に
奉
斎
さ
れ
て
、
ま
ず
和
歌
の
浦
の
玉
津
島
に
上
陸
し
て
、
更
に
紀
ノ
川
を
遡
り
、
伊
都
郡
菴
田
に

鎮
座
す
る
。
こ
の
地
が
現
在
の
丹
生
酒
殿
社
で
あ
る
。『
氏
文
』
に
見
え
る
紀
国
造
家
の
豊
耳
命
と
国
主
神
の
女
阿
牟
田
刀
自
の
婚
姻
は
、

紀
ノ
川
を
遡
上
し
内
陸
部
に
勢
力
を
拡
大
し
よ
う
と
す
る
紀
氏
と
伊
都
郡
菴
田
を
拠
点
と
す
る
在
地
豪
族
阿
牟
田
（
菴
田
）
氏
の
婚
姻
関

係
に
他
な
ら
な
い
。

高
野
明
神
は
も
と
も
と
天
野
地
域
一
帯
の
土
着
の
地
主
神
で
あ
り
、
本
来
は
こ
の
地
域
を
猟
場
と
す
る
狩
猟
民
に
よ
っ
て
祀
ら
れ
て
い

た
神
で
あ
る
。
そ
れ
が
丹
生
都
比
売
命
の
入
部
に
よ
り
合
祀
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
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天
野
の
丹
生
都
比
売
神
社
は
、
原
祭
祀
の
狩
猟
信
仰
に
海
神
的
神
格
を
持
つ
丹
生
明
神
が
入
り
込
み
形
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ

が
農
耕
文
化
の
発
展
に
よ
り
そ
れ
ら
の
神
格
が
薄
れ
、
水
神
、
農
耕
神
的
性
格
に
変
化
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

武
内
孝
善
氏（
19
）は

「
高
野
雑
筆
集
巻
上（
20
）」

に
掲
載
さ
れ
た
空
海
書
簡
の
差
出
年
と
宛
名
の
考
証
か
ら
、
こ
の
空
海
書
簡
の
宛
は
従
来
の
三

説
（
国
司
、
国
造
家
、
大
伴
氏
）
に
た
い
し
て
、
高
野
山
山
下
の
丹
生
都
比
売
命
を
奉
斎
す
る
天
野
の
丹
生
氏
に
、
高
野
山
開
創
に
助
力
を

依
頼
し
た
書
簡
で
あ
る
と
し
て
、
丹
生
氏
と
空
海
の
当
初
か
ら
の
交
流
を
指
摘
し
て
い
る
。

④
、
そ
の
他

和
多
昭
夫
氏（
21
）は

、
空
海
の
敬
白
文
を
分
析
し
、
丹
生
高
野
両
明
神
の
名
が
一
切
掲
げ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、
空
海
と
両
明
神

と
の
交
渉
は
な
か
っ
た
と
し
て
い
る
。
但
し
「
山
上
に
山
神
を
祀
る
何
ら
か
の
民
俗
」
の
存
在
は
あ
っ
た
と
し
、
一
般
的
な
民
俗
慣
行
と

し
て
の
「
高
野
山
王
」
を
認
め
て
お
り
、
こ
の
「
高
野
山
王
」
が
丹
生
明
神
と
結
び
つ
き
、
地
主
神
の
丹
生
高
野
両
明
神
と
し
て
前
面
に

登
場
す
る
の
は
、
高
野
山
が
領
域
支
配
に
意
欲
を
示
し
だ
す
過
程
で
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
。

三
、
丹
生
都
比
売
神
と
丹
生
酒
殿
神
社

『
続
風
土
記
』
が
記
述
す
る
よ
う
に
、
丹
生
都
比
売
命
の
降
臨
に
つ
い
て
は
丹
生
酒
殿
神
社
の
地
と
「
藤
代
峯
」
の
双
方
が
あ
る
。
丹

生
酒
殿
神
社
に
つ
い
て
は
、
文
暦
元
年
（
一
二
三
四
）
の
「
丹
生
友
家
紛
失
状
」
に
丹
生
酒
殿
神
社
の
地
が
「
丹
生
大
明
神
根
本
垂
跡
之
地（
22
）」

と
あ
り
、
鎌
倉
時
代
初
期
に
は
丹
生
都
比
売
命
の
最
初
の
降
臨
地
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。『
告
門
』
に
も
「
紀
伊
国

伊
都
郡
奄
太
ノ
村
乃
石
口
ニ
天
降
坐
天（
23
）」

と
あ
り
、
丹
生
酒
殿
神
社
の
地
が
最
初
の
降
臨
地
で
あ
る
こ
と
は
動
か
し
が
た
い
事
実
と
し
て

高
野
山
と
丹
生
・
高
野
両
明
神
（
藤
井
）
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存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

で
は
『
播
磨
国
風
土
記
』
の
記
す
「
爾
保
都
比
売
」
の
賜
わ
っ
た
「
藤
代
峯
」
と
の
関
係
性
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。『
告
門
』

に
は
石
口
に
降
臨
し
た
後
、
巡
行
の
地
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
二
十
余
の
地
名（
24
）の

最
初
に
記
さ
れ
て
い
る
の
が
「
丹
生
川
上
水
分
峯
」
で
あ

る
。
こ
の
「
丹
生
川
上
水
分
峯
」
を
『
続
風
土
記
』
は
「
川
上
は
大
和
国
吉
野
郡
丹
生
川
の
川
上
な
り（
25
）」

と
し
て
、
吉
野
郡
下
市
町
の
丹

生
川
を
想
定
し
て
い
る
。
ま
た
谷
口
正
信
氏
は
丹
生
川
上
神
社
の
存
在
す
る
「
吉
野
郡
丹
生
川
上
村
」（
東
吉
野
村
）
を
比
定
地
に
し
て

い
る（
26
）。

そ
れ
に
対
し
、
久
保
田
収
氏
は
「
伊
都
郡
筒
香
村
水
呑
峠
」
を
充
て
て
い
る（
27
）。『

播
磨
国
風
土
記
』
の
逸
話
と
の
関
係
性
を
考
え

れ
ば
久
保
田
氏
の
説
が
妥
当
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
論
功
行
賞
と
し
て
賜
っ
た
「
藤
代
峯
」
に
向
け
て
、
紀
ノ
川
を
遡
上
す
る
途
次
に
「
奄

太
村
石
口
」
に
鎮
座
し
た
と
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。

現
在
の
丹
生
酒
殿
神
社
の
祭
神
は
丹
生
都
比
売
命
、
高
野
御
子
神
、
誉
田
別
尊
で
あ
る
が
、『
続
風
土
記
』
に
は
本
社
で
あ
る
丹
生
明
神
、

摂
社
の
狩
場
明
神
、
そ
れ
に
神
息
で
あ
る
十
二
王
子
神
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
立
地
は
沢
（
奥
山
谷
川
）
が
山
よ
り
紀
ノ
川
に
流
れ
込
み
、

小
扇
状
地
を
形
成
す
る
そ
の
扇
頂
部
に
あ
た
る
。（
図
Ⅰ
参
照
）
酒
殿
神
社
の
背
後
に
は
、
崇
神
天
皇
の
御
代
に
「
大
和
丹
生
川
上
」
よ

り
榊
を
持
っ
て
丹
生
明
神
が
降
臨
し
た
と
い
う
伝
説
を
持
つ
、
お
椀
を
か
ぶ
せ
た
よ
う
な
形
を
し
た
「
榊
山
」
が
存
在
す
る
。
酒
殿
神
社

を
礼
拝
す
れ
ば
、「
榊
山
」
を
拝
む
こ
と
に
も
な
り
、
も
と
も
と
は
「
榊
山
」
が
御
神
体
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
「
榊

山
」
の
地
主
神
が
酒
殿
神
社
の
北
側
下
方
に
あ
る
「
竈
門
明
神
」
で
あ
る（
28
）。

現
在
、「
竈
門
明
神
」
は
「
竈
門
屋
敷
」
の
屋
敷
地
内
に
あ

る
屋
敷
神
的
な
存
在
で
あ
る
が
、
も
と
も
と
は
こ
の
地
域
一
帯
の
地
主
神
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

三
谷
酒
殿
社
の
立
地
場
所
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
沢
が
紀
ノ
川
に
流
れ
込
む
小
扇
状
地
状
の
扇
頂
部
に
あ
た
る
。
こ
う
し
た
地
域

は
、
用
排
水
が
容
易
な
立
地
条
件
を
備
え
、
早
く
か
ら
開
か
れ
水
田
化
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
横
を
流
れ
る
沢
の
上
流
に
は
か
つ
て
「
七

尋
瀧
」
が
あ
り
、
そ
の
滝
が
最
初
の
降
臨
地
で
あ
る
と
い
う
伝
説（
29
）も

あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
丹
生
都
比
売
命
は
、
水
源
と
な
る
沢
に
着
眼
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し
て
、
竈
門
明
神
を
奉
斎
す
る
集
団
に
よ
っ
て
す
で
に
開
か
れ
て
い
た
地
域
の
、
そ
の
根
幹
部
に
降
臨
し
た
の
で
あ
る
。

紀
伊
国
造
家
豊
耳
命
と
国
主
神
の
女
阿
牟
田
刀
自
の
婚
姻
か
ら
、
丹
生
明
神
を
司
る
丹
生
祝
と
丹
生
相
見
な
ど
の
丹
生
一
族
が
出
て
く

る
と
い
う
由
来
を
考
え
れ
ば
、
国
主
神
は
土
着
神
で
あ
る
竈
門
明
神
を
奉
賽
す
る
菴
田
の
在
地
豪
族
で
あ
り
、
丹
生
明
神
は
国
造
家
豊
耳

命
の
奉
賽
す
る
外
来
神
で
あ
り
、
丹
生
明
神
が
榊
山
に
降
臨
し
、
地
主
神
で
あ
る
竈
門
明
神
が
そ
れ
に
仕
え
た
と
い
う
神
話
は
、
両
者
の

婚
姻
関
係
の
宗
教
的
表
現
に
他
な
ら
な
い
。

四
、
丹
生
都
比
売
神
社
（
天
野
社
）

酒
殿
神
社
の
西
側
、
沢
に
沿
っ
て
「
天
野
道
」
が
登
っ
て
い
る
。
こ
の
道
は
「
勅
使
道
」
で
あ
る
と
か
、
丹
生
都
比
売
神
社
の
神
主
が

ま
だ
三
谷
の
里
に
居
住
し
て
い
た
こ
ろ
に
通
っ
た
道
で
あ
る
と
い
う
伝
承
を
持
っ
て
い
る
。

「
天
野
道
」
を
登
り
き
る
と
平
坦
な
盆
地
が
開
け
、「
天
野
原
」
と
呼
ば
れ
る
平
地
に
出
る
。
中
央
に
上
下
の
天
野
川
が
縦
断
し
、
川

に
流
れ
込
む
沢
ご
と
に
垣
内
集
落
が
点
在
す
る
景
観
は
、
か
つ
て
柴
田
実
氏
が
調
査
さ
れ
た
景
観
と
変
わ
ら
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
沢
に
は

溜
池
が
築
造
さ
れ
て
い
る
。（
図
Ⅱ
参
照
）
天
野
に
は
随
所
に
溜
池
が
点
在
し
て
お
り
、
標
高
四
五
〇
米
ほ
ど
の
天
野
原
で
は
、
沢
水
を

ま
ず
集
め
て
水
を
確
保
し
、
そ
れ
を
温
め
て
田
に
利
用
す
る
と
い
う
方
法
が
と
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
地
域
の
上
端
部
に
天
野

原
全
体
を
俯
瞰
す
る
形
で
丹
生
都
比
売
神
社
が
鎮
座
し
て
い
る
。

丹
生
都
比
売
神
社
の
恒
例
祭
祀
に
、

同
日

（
正
月
元
日
）

七
時
荒
神
社

奥
の
沢

中
の
沢

右
三
箇
所
御
供
献
す
摠
神
主
社
家
一
人
随

ひ
社
参
祝
詞
奉
幣
す
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．
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柳
沢
大
神

皮
張
大
神

百
合
野
大
神

此
三
箇
所
に
御
供
を
献
す
尤
定
日
な
く
十
六
日

迄
の
内
社
参
式
あ
り

（
30
）

と
あ
り
年
頭
に
は
六
社
へ
の
社
参
を
行
っ
て
い
る
。
中
で
も
「
荒
神
社
、
奥
沢
、
中
の
沢
」
の
三
社
に
つ
い
て
は
必
ず
元
旦
に
祝
詞
奉
幣

の
神
事
を
行
っ
て
お
り
、
特
別
な
三
社
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

「
荒
神
社
」
は
『
続
風
土
記
』
の
「
諸
堂
舎
付
旧
跡
」
に
、

地
鎮
祭
所
同
社

（
荒
神
社
）

傍
三
尺
四
方
塚
あ
り
毎
年
二
月
十
三
夜
木
祭
後
宮
仕
来
て
榊
注
連
樹
る
を
地
祭
と

云
に
地
鎮
社
在
于
本
丑
寅
二
尺
四
方
有
千
木
鰹
木
御
拝
鳥
居
い
へ
は
上
の
荒
神
社
な
ら
ん

（
31
）

と
あ
り
、「
荒
神
社
」
は
丹
生
都
比
売
命
が
天
野
に
入
部
し
た
際
の
地
の
神
、
す
な
わ
ち
地
主
神
で
あ
る
。
二
月
の
大
祭
に
は
、
十
三
日

に
「
地
鎮
の
御
祭
と
号
し
て
御
榊
二
本
に
曳
注
を
張
り
宮
仕
是
を
以
て
荒
神
の
傍
の
芝
に
立
て
地
鎮
祭
の
所
作
」
が
行
わ
れ
る
。『
続
風

土
記
』
は
こ
の
所
作
を
「
按
ず
る
に
此
木
祭
は
神
木
祭
に
て
大
明
神
初
て
天
降
り
給
ふ
時
所
々
に
忌
杖
を
刺
給
ふ
こ
と
の
遺
風
を
此
大
御

神
の
広
前
に
て
流
習
し
て
年
こ
と
に
此
神
事
を
為
し
け
る
こ
と
ゝ
思
は
る（
32
）」

と
、『
告
門
』
に
記
さ
れ
た
丹
生
都
比
売
命
の
各
地
巡
行
の

所
作
と
理
解
し
て
い
る
が
、
こ
の
所
作
は
丹
生
都
比
売
命
が
天
野
に
鎮
座
す
る
際
に
地
神
よ
り
土
地
を
譲
渡
し
て
も
ら
う
神
事
と
理
解
す

べ
き
で
あ
ろ
う
。

同
様
に
「
奥
の
沢
」「
中
の
沢
」
も
丹
生
都
比
売
命
の
天
野
入
部
当
初
か
ら
存
在
し
た
沢
神
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
両
神
は
丹
生
都
比

売
神
社
の
両
脇
に
鎮
座
し
、
現
在
で
は
休
耕
田
に
な
り
、
荒
れ
て
い
る
が
、
か
つ
て
は
他
の
沢
同
様
に
溜
池
に
水
を
湛
え
、
上
天
野
川
に

そ
そ
い
で
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
柴
田
実
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
お
そ
ら
く
こ
の
両
沢
田
は
天
野
の
地
で
最
初
に
開
か
れ
た
由
緒
あ
る
田

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

「
柳
沢
大
神
、
皮
張
大
神
、
百
合
野
大
神
」
の
三
神
に
つ
い
て
は
、
柳
沢
大
神
（
柳
沢
明
神
）
は
丹
生
明
神
が
降
臨
し
た
場
所
で
あ
る

と
か
、
狩
場
明
神
の
仲
介
で
丹
生
明
神
と
空
海
が
出
会
っ
た
場
所（
33
）で

あ
る
と
い
う
伝
承
を
持
ち
、
皮
張
大
神
（
皮
張
明
神
）
は
後
述
す
る
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よ
う
に
、
狩
場
明
神
の
こ
と
で
あ
り
、
百
合
野
大
神
（
百
合
野
明
神
）
は
狩
場
明
神
の
廟
所
で
あ
る
と
い
う
伝
承
を
持
っ
て
い
る
。
こ
れ

ら
三
神
は
狩
場
明
神
に
関
す
る
遺
跡
で
あ
る
と
い
え
る
。
狩
場
明
神
は
高
野
山
中
で
空
海
と
出
会
っ
た
高
野
明
神
の
こ
と
で
あ
る
と
認
識

さ
れ
て
お
り
、
空
海
伝
説
が
ま
と
わ
り
つ
い
て
い
る
。
柳
沢
明
神
に
つ
い
て
は
空
海
と
狩
場
明
神
の
伝
説
が
語
ら
れ
て
い
る
が
、
下
居
垣

内
の
谷
戸
神
で
あ
り
、
狩
猟
の
神
で
は
な
い
。
前
述
の
奥
の
沢
、
中
の
沢
と
あ
わ
せ
て
「
天
野
三
沢
」
と
称
さ
れ
て
い
る
が
、
天
野
を
縦

断
す
る
川
は
、
図
Ⅱ
で
示
し
た
よ
う
に
上
天
野
か
ら
西
に
流
れ
る
川
と
、
下
天
野
を
東
に
流
れ
る
川
が
、
天
野
の
鎮
守
で
あ
る
八
幡
社
付

近
で
合
流
し
、
真
国
川
に
な
り
南
に
流
れ
て
い
る
。
奥
の
沢
と
中
の
沢
は
上
天
野
の
水
系
で
あ
り
、
柳
沢
は
下
天
野
の
水
系
で
あ
り
水
系

を
異
に
す
る
。
お
そ
ら
く
柳
沢
は
下
天
野
川
の
水
系
で
も
っ
と
も
早
く
開
か
れ
、
丹
生
明
神
の
入
部
時
に
は
す
で
に
谷
戸
田
が
開
か
れ
て

い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
丹
生
都
比
売
明
神
の
影
向
の
地
で
あ
る
と
い
う
伝
承
も
あ
る
の
で
、
柳
沢
明
神
も
当
初
よ
り
開
か
れ
た
谷
戸
神

と
し
て
、
特
別
視
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

皮
張
明
神
は
十
二
王
子
の
一（
34
）と

し
て
、
丹
生
都
比
売
神
社
の
長
宮
の
中
に
祀
ら
れ
て
い
る
。
十
二
王
子
は
丹
生
都
比
売
命
の
神
息
と
し

て
、
三
柱
ず
つ
四
方
を
護
り
、
さ
ら
に
百
二
十
伴
神
が
そ
れ
ぞ
れ
三
十
柱
ず
つ
四
方
に
配
置
さ
れ
、
毎
月
日
別
に
高
野
山
の
結
界
を
鎮
護

す
る
と
い
う
三
十
番
神
思
想
に
支
え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
構
想
は
平
安
時
代
の
本
地
垂
迹
思
想
の
進
展
の
中
か
ら
形
作
ら
れ
て
き
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
現
在
、
在
地
に
皮
張
明
神
と
称
す
る
祠
は
存
在
し
て
い
な
い
。
皮
張
村
（
宮
本
地
内
）
か
ら
下
天
野
に
抜
け
る
峠
に
狩
場

明
神
が
祀
ら
れ
て
お
り
、『
続
風
土
記
』
に
は
「
丹
生
狩
場
明
神
社
」
が
記
載
さ
れ
、
応
神
天
皇
が
丹
生
明
神
に
神
地
を
寄
進
し
た
際
に
、

同
時
に
犬
飼
を
寄
進
し
、
そ
の
犬
飼
の
子
孫
で
あ
る
狩
人
が
白
黒
の
犬
を
伴
い
、
空
海
を
高
野
山
に
案
内
し
た
と
い
う
故
事
を
紹
介
し
て

い
る（
35
）。

こ
の
故
事
は
『
氏
文
』
に
書
か
れ
て
い
る
故
事
と
空
海
伝
説
を
結
び
つ
け
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
『
紀
伊
国
名
所

図
会
』
に
は
「
皮
張
明
神
社
」
と
記
載
さ
れ
、
そ
の
祭
神
は
「
丹
生
明
神
、
狩
場
明
神
」、「
皮
張
明
神
又
狩
場
明
神
と
称
す
」
と
あ
り
、

「
応
神
天
皇
の
御
宇
勅
あ
り
て
、
備
前
国
御
野
郡
よ
り
本
国
に
来
り
、
此
の
地
に
居
住
し
て
数
世
、
麋
鹿
を
猟
て
丹
生
明
神
に
供
ず
る
を

高
野
山
と
丹
生
・
高
野
両
明
神
（
藤
井
）
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職
と
す
、
明
神
の
世
に
あ
た
り
て
田
猟
の
途
中
、
弘
法
大
師
に
逢
て
高
野
山
の
地
に
導
引
す（
36
）」

と
、
ほ
ぼ
『
続
風
土
記
』
と
同
様
の
故
事

を
載
せ
て
い
る
。
狩
場
明
神
は
、
も
と
も
と
は
村
名
を
冠
し
た
土
着
の
「
皮
張
明
神
」
で
、
丹
生
明
神
の
入
部
当
初
よ
り
存
在
し
て
い
た

と
思
わ
れ
る
。
狩
場
明
神
は
高
野
明
神
と
し
て
鎌
倉
時
代
以
降
、
幾
度
と
な
く
神
画
像
に
描
か
れ
て
い
る
。
狩
場
明
神
が
高
野
明
神
で
あ

る
な
ら
ば
、
丹
生
都
比
売
命
の
第
一
子
で
あ
り
、
皮
張
明
神
は
そ
れ
に
続
く
神
息
十
二
王
子
の
一
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
皮
張
明
神
は
狩
場

明
神
で
あ
り
、
狩
場
明
神
は
高
野
明
神
で
あ
る
と
云
う
混
乱
は
、
高
野
明
神
が
空
海
を
高
野
山
に
導
く
と
い
う
説
話
の
中
で
、
山
中
で
猟

犬
を
連
れ
た
猟
人
姿
を
し
て
現
れ
る
こ
と
か
ら
、
高
野
明
神
が
猟
人
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
、
さ
ら
に
高
野
山
と
丹
生
都
比
売
神
社
の
関
係

強
化
と
い
う
歴
史
的
背
景
の
中
で
、
皮
張
明
神
、
狩
場
明
神
、
高
野
明
神
の
三
神
が
付
会
、
発
展
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
時
代
の
変

化
の
中
で
「
皮
張
明
神
」
と
い
う
呼
称
は
次
第
に
後
退
し
、
祭
祀
の
次
第
や
一
部
在
地
の
み
に
残
っ
た
と
い
え
る
。

注
目
し
た
い
の
は
、『
日
本
書
紀
』
の
神
功
皇
后
紀
に
す
で
に
「
天
野
祝（
37
）」

が
登
場
し
、
天
野
の
地
で
の
丹
生
明
神
鎮
座
の
古
さ
を
物

語
っ
て
い
る
が
、
こ
の
地
域
に
縄
文
か
ら
奈
良
時
代
に
か
け
て
の
生
活
痕
を
示
す
遺
跡
が
見
つ
か
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る（
38
）。

と

い
う
こ
と
は
、
天
野
原
の
本
格
的
な
開
発
は
比
較
的
新
し
く
、
村
落
景
観
が
沢
ご
と
に
形
成
さ
れ
る
垣
内
集
落
に
求
め
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、

律
令
体
制
の
崩
壊
に
と
も
な
っ
て
、
山
間
部
に
新
開
地
を
求
め
る
農
民
的
開
発
が
そ
の
原
点
で
あ
ろ
う（
39
）。

そ
れ
に
着
目
し
て
本
格
的
に
天

野
原
の
開
拓
に
乗
り
出
し
た
の
が
丹
生
明
神
で
あ
る
。
そ
れ
は
す
で
に
存
在
す
る
奥
の
沢
、
中
の
沢
、
柳
沢
に
開
か
れ
た
谷
戸
田
を
囲
い

込
む
形
で
展
開
さ
れ
た
の
で
あ
る
。『
空
海
僧
都
伝
』
に
「
路
辺
有
二
女
神
一
、
名
曰
二
丹
生
津
媛
一
、
其
社
廻
有
二
十
頃
計
沢
一
」
と
か
「
冀

献
二
己
私
苑
一
、
表
以
二
信
情
一
、
今
見
開
田
二
三
町
許
、
名
常
庄
是
也（
40
）」

と
あ
る
の
は
、
伝
記
が
単
に
空
想
の
産
物
で
は
な
く
、
当
時
の

実
状
を
反
映
し
て
描
か
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

狩
場
明
神
（
皮
張
明
神
）
に
つ
い
て
は
、
明
神
が
狩
り
を
し
て
得
た
獲
物
を
調
理
し
た
「
魚
板
渕
」
や
狩
り
の
最
中
に
魔
物
に
襲
わ
れ

る
「
ま
と
渕
」
の
話
な
ど
、
狩
り
に
関
す
る
伝
説
が
残
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
天
野
原
地
域
が
当
初
よ
り
谷
戸
田
を
中
心
と
し
た
農
業
集
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落
ば
か
り
で
な
く
、
狩
猟
民
を
含
ん
だ
多
様
な
成
業
で
成
立
す
る
村
落
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

（
以
下
、
次
号
）

（
注
）

（
１
）、
近
江
国
葛
川
は
比
叡
山
無
動
寺
領
で
あ
り
、
相
応
和
尚
が
天
台
修
験
の
道
場
と
し
て
葛
川
明
王
院
を
開
い
た
際
に
、
葛
川
の
地
主
神
の
志
古
淵
神

に
よ
っ
て
葛
川
の
地
を
寄
進
さ
れ
る
。
そ
の
経
緯
は
『
葛
川
縁
起
』（『
続
群
書
類
従
』
第
二
十
八
輯
上

続
群
書
類
従
刊
行
会

一
九
五
八
）
に

描
か
れ
て
い
る
。

又
一
老
翁
忽
現
対
二
和
尚
一
蹲
距
同
不
レ
令
二
動
身
一
、
過
七
日
以
二
第
八
日
一
和
尚
問
二
化
人
一
云
、
如
レ
形
為
レ
体
是
何
人
乎
、
而
化
人
返
問
云
、

誰
人
此
深
谷
清
滝
地
、
未
二
曽
凡
夫
来
臨
一
、
汝
何
故
来
住
乎
、
和
尚
答
曰
、
我
此
天
台
山
慈
覚
門
弟
也
、
欲
レ
拝
二
生
身
不
動
明
王
一
所
二
修
行

来
一
也
、
于
レ
時
化
人
歎
云
、
貴
哉
々
々
、
我
是
自
二
劫
初
一
成
下
未
レ
惣
二
領
三
界
一
別
中
領
此
砌
上
、
于
レ
今
未
暫
時
、
而
別
領
地
内
有
二
十
九
清

滝
七
流
清
川
一
、
限
レ
東
比
良
峯
、
南
黄
之
滝
南
行
一
里
花
折
谷
、
西
駈
籠
谷
鎌
鞍
峯
、
北
右
淵
瀬
矣
、
此
内
自
レ
曽
全
無
レ
来
二
臨
者
一
、
而
聖

人
是
大
聖
明
王
後
身
也
、
仍
為
二
此
山
領
主
一
、
以
レ
之
為
二
仏
法
修
行
霊
験
勝
地
及
慈
尊
出
世
一
、
当
今
修
二
大
菩
提
行
一
、
此
滝
者
是
十
九
之

中
第
三
清
滝
、
通
二
都
率
内
院
一
、
名
曰
二
葛
川
滝
一
、
自
今
以
後
我
誓
守
二
仏
法
修
行
者
一
、
及
二
于
弥
勒
下
生
曉
一
将
レ
護
二
仏
法
一
、
契
曰
信
興

淵
大
明
神
、
言
畢
隠
而
不
レ
現
、

貞
観
元
年
（
八
五
九
）、
比
叡
山
無
動
寺
の
開
基
、
相
応
和
尚
が
生
身
の
不
動
明
王
を
拝
せ
ん
と
し
て
、
葛
川
滝
で
修
行
し
て
い
た
所
、
地
主
神

の
「
信
興
淵
大
明
神
」
が
現
れ
、「
限
東
比
良
峯
、
南
黄
之
滝
南
行
一
里
花
折
谷
、
西
駈
籠
谷
鎌
鞍
峯
、
北
右
淵
瀬
」
を
寄
進
し
、
葛
川
明
王
院
の

守
護
神
に
な
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

平
安
末
期
以
降
、
伊
香
立
荘
な
ど
近
隣
の
荘
郷
と
入
会
地
を
め
ぐ
り
、
絶
え
ず
堺
相
論
を
起
し
て
い
る
。
そ
の
際
に
葛
川
側
の
論
拠
に
な
っ
た

高
野
山
と
丹
生
・
高
野
両
明
神
（
藤
井
）
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の
が
、『
葛
川
縁
起
』
に
描
か
れ
た
地
主
神
の
志
古
淵
神
か
ら
相
応
和
尚
に
寄
進
さ
れ
た
四
至
で
あ
る
。『
葛
川
縁
起
』
は
鎌
倉
初
期
に
慈
円
の
時

に
作
ら
れ
た
も
の
と
い
わ
れ
（
水
野
章
二
「
結
界
と
領
域
支
配
―
近
江
国
葛
川
の
村
落
」『
日
本
中
世
の
村
落
と
荘
園
制
』
校
倉
書
房

二
〇
〇

〇
）、
相
論
激
化
の
中
で
作
成
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

な
お
近
江
国
葛
川
に
関
す
る
論
文
は
多
い
が
、
特
に
地
主
神
の
志
古
淵
神
と
荘
園
領
主
や
住
人
と
の
交
渉
を
取
り
扱
っ
た
論
文
は
桜
井
好
朗
「
山

の
民
を
守
る
神
」（『
神
々
の
変
貌
―
社
寺
縁
起
の
世
界
か
ら
―
』
一
九
七
六

東
京
大
学
出
版
会
）。

（
２
）、
辻
善
之
助
『
日
本
仏
教
史
』
上
世
編
（
岩
波
書
店

昭
和
四
四
）、
守
山
聖
真
『
文
化
史
上
よ
り
見
た
る
弘
法
大
師
伝
』
第
十
三
章
「
東
寺
の
勅
賜
」

（
図
書
刊
行
会

昭
和
四
八
）

（
３
）
栗
田
寛
『
神
祇
志
料
附
考
』
巻
十
一
「
日
吉
神
社
」（
思
文
閣

昭
和
四
六
）

景
山
春
樹
『
比
叡
山
寺

そ
の
構
成
と
諸
門
題
』
Ⅰ
の
四
「
地
主
の

神
々
」（
同
朋
舎

一
九
七
八
）

（
４
）、『
大
和
史
料
』
巻
四
八

奈
良
県

大
正
四
年
、
逵
日
出
典
「
長
谷
寺
に
み
る
天
神
信
仰
」（『
長
谷
寺
史
の
研
究
』
昭
和
五
四

巖
南
堂
書
店
）

（
５
）、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
三
五
『
今
昔
物
語
集
』

岩
波
書
店

一
九
九
三

（
６
）、『
空
海
伝
説
の
形
成
と
高
野
山
―
入
定
伝
説
の
形
成
と
高
野
山
納
骨
の
発
生
―
』
Ⅲ
、「
紀
伊
国
高
野
山
と
丹
生
神
」（
同
成
社

一
九
八
六
）

（
７
）、
石
川
眞
弘
「
裏
文
書
『
金
剛
峯
寺
建
立
修
行
縁
起
』」
解
題
（
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
『
古
楽
書
遺
珠
』
八
木
書
店

昭
和
四
九
）

（
８
）、
巻
四
八
「
天
野
荘
上
天
野
村
」、
高
野
山
之
部
巻
二
〇
「
天
野
社
之
上
・
下
」、
高
野
山
之
部
総
分
方
巻
一
四
「
天
野
社
之
部
」（
巌
南
堂
書
店

昭
和
五
〇
）

（
９
）、
日
本
古
典
文
学
大
系
２
『
風
土
記
』

岩
波
書
店

昭
和
三
三

（
10
）、『
太
政
官
符
案
并
遺
告
』（『
弘
法
大
師
全
集
』
第
二
輯

密
教
文
化
研
究
所

一
九
六
五
）
の
中
に
掲
載
さ
れ
る
「
丹
生
津
比
賣
及
高
野
大
明
神

仕
丹
生
祝
氏
」
と
表
題
を
持
つ
、
丹
生
都
比
売
神
社
を
主
祭
す
る
丹
生
氏
の
出
自
を
記
す
系
譜
。
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（
11
）、「
ニ
フ
ツ
ヒ
メ
の
信
仰
」（『
日
本
民
俗
学
』
２
―
３

一
九
五
四
）

（
12
）、「
丹
生
都
比
賣
小
考
」（『
東
洋
の
思
想
と
宗
教
』
８

一
九
九
一
）

（
13
）、「
高
野
山
の
行
人
と
山
岳
信
仰
」（
山
岳
宗
教
史
研
究
叢
書
３
『
高
野
山
と
真
言
密
教
の
研
究
』

名
著
出
版

一
九
七
六
）

（
14
）、
早
稲
田
大
学
出
版
部

昭
和
四
五

（
15
）、「
熊
野
三
山
前
史
―
な
ぜ
熊
野
へ
人
々
が
入
っ
て
い
っ
た
の
か
」（『
金
銀
銅
鉄
伝
承
と
歴
史
の
道
』
岩
田
書
院

一
九
九
六
）

（
16
）、『
高
野
山
と
権
門
貴
紳
―
弘
法
大
師
入
定
伝
説
を
中
心
に
―
』
第
一
章
第
二
節
「
高
野
山
納
骨
信
仰
成
立
前
史
」（
岩
田
書
院

二
〇
一
〇
）

（
17
）、
伊
勢
水
銀
で
有
名
な
、
三
重
県
多
気
郡
地
域
で
は
古
代
以
来
の
採
掘
鉱
跡
が
随
所
に
残
さ
れ
、『
続
日
本
紀
』、『
延
喜
式
』、『
今
昔
物
語
』、『
東

大
寺
要
録
』、『
東
大
寺
造
立
供
養
記
』
な
ど
の
文
献
史
料
に
記
録
が
残
さ
れ
、
朝
廷
へ
の
貢
物
、
造
寺
造
仏
に
多
く
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分

か
る
。

（
18
）、「
空
海
以
前
の
丹
生
都
比
売
神
社
」（『
丹
生
都
比
売
神
社
誌
』

丹
生
都
比
売
神
社

一
九
八
〇
）、
同
（『
高
野
山
史
研
究
』
２

昭
和
五
三
）

（
19
）、『
弘
法
大
師
空
海
の
研
究
』

第
四
部
第
二
章
「
高
野
山
の
開
創
と
丹
生
津
比
売
命
」（
吉
川
弘
文
館

二
〇
〇
六
）

（
20
）、『
弘
法
大
師
全
集
』
第
三
輯

密
教
文
化
研
究
所

一
九
六
五

（
21
）、「
高
野
山
と
丹
生
社
に
つ
い
て
」（『
密
教
文
化
』
七
三

一
九
六
五
）

（
22
）、『
鎌
倉
遺
文
』
第
七
巻

四
七
〇
八

（
23
）、
丹
生
広
良
氏
文
書
（『
か
つ
ら
ぎ
町
史
』
古
代
・
中
世
史
料
編

か
つ
ら
ぎ
町

一
九
八
三
）『
告
門
』
は
惣
神
主
家
に
保
管
さ
れ
て
い
た
が
、
大

正
五
年
（
大
正
六
年
と
す
る
書
も
あ
る
）
に
焼
失
し
、
現
存
写
本
は
丹
生
相
見
家
に
伝
わ
る
応
永
五
年
（
一
三
九
八
）
書
写
の
も
の
で
、
和
歌
山

県
立
図
書
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
谷
口
正
信
「
丹
生
大
明
神
告
門
と
天
野
社
の
関
連
祭
祀
に
つ
い
て
」（『
高
野
山
山
麓
天
野
の
文
化
と

民
俗
』
５

二
〇
〇
三
）

高
野
山
と
丹
生
・
高
野
両
明
神
（
藤
井
）
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（
24
）、『
告
門
』
に
載
せ
ら
れ
る
巡
行
地
は
、
紀
伊
国
伊
都
郡
奄
田
村
石
口
（
降
臨
）、
川
上
水
方
の
峯
、
十
市
郡
（
品
田
天
皇
寄
進
）、
巨
勢
丹
生
（
忌

杖
刺
）、
宇
知
郡
布
〃
支
丹
生
、
伊
都
郡
町
梨
（
御
田
作
）、
波
多
倍
家
多
村
字
堪
梨
・
天
沼
田
（
御
田
作
）、
忌
垣
豆
（
御
碓
作
）、
伊
勢
津
美
（
太

坐
）、
巨
佐
布
（
忌
杖
刺
）、
小
都
知
の
峯
、
天
野
原
（
忌
杖
刺
）、
長
谷
原
（
忌
杖
刺
）、
神
野
・
麻
国
（
忌
杖
刺
）、
那
賀
郡
松
門
（
太
坐
）、
安

梨
諦
の
夏
瀬
丹
生
（
忌
杖
刺
）、
日
高
郡
江
川
丹
生
（
忌
杖
刺
）、
那
賀
郡
赤
穂
山
の
布
気
（
太
坐

品
田
天
皇
赤
穂
村
布
気
千
代
寄
進
）、
名
手
村

丹
生
屋
（
太
坐

品
田
天
皇
道
余
梨
千
代
寄
進
）、
伊
都
郡
佐
夜
宮
（
太
坐
）、
渋
田
村
（
御
田
作
）、
天
野
原

こ
の
『
告
門
』
は
春
秋
の
大
祭
に
奏
上
さ
れ
る
祝
詞
で
、
惣
神
主
を
継
承
す
る
丹
生
氏
の
嫡
流
に
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
古
く
は
栗
田
寛

氏
が
前
掲
書
の
中
で
、
弘
仁
（
八
一
〇
〜
二
三
）
か
ら
嘉
祥
三
年
（
八
五
〇
）
に
か
け
て
作
ら
れ
た
も
の
と
し
て
い
る
。
岡
田
荘
司
氏
（
前
掲
書
）

は
現
存
す
る
『
告
門
』
は
後
半
部
分
に
掲
載
さ
れ
た
贈
位
階
か
ら
天
暦
六
年
（
九
五
二
）
〜
長
保
（
九
九
九
〜
一
〇
〇
三
）
を
上
限
と
し
て
作
ら

れ
た
も
の
あ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
両
者
と
も
『
告
門
』
の
前
半
部
の
本
文
つ
い
て
は
、
古
色
を
示
し
て
い
る
と
云
わ
れ
る
。

巡
行
の
歴
史
的
意
味
に
つ
い
て
は
、
言
及
し
て
い
る
論
文
は
少
な
い
が
、
久
保
田
収
氏
は
「
高
野
山
に
お
け
る
神
仏
習
合
の
問
題
」（『
神
道
史

の
研
究
』

皇
學
館
大
学
出
版
部

昭
和
四
九
）
で
、
天
照
大
神
と
御
杖
代
倭
姫
命
の
巡
幸
に
準
え
て
い
る
。
松
田
寿
男
氏
（
前
掲
書
）
は
「
御

田
作
」「
太
飯
」「
御
酒
作
」
な
ど
、
こ
と
ご
と
く
農
事
に
潤
色
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
高
野
山
開
創
以
後
の
著
し
い
改
変
が
あ
っ
た
と
し
て
い

る
が
、
巡
行
の
地
域
で
「
御
田
作
」
は
神
領
（
神
田
）、「
御
杖
刺
」
は
ニ
ウ
ズ
ヒ
メ
の
縄
張
り
地
域
で
丹
生
氏
の
拠
点
、「
太
坐
」
地
域
は
準
縄
張

り
地
域
と
分
類
し
て
い
る
。

（
25
）、
巻
四
十
八

伊
都
郡
第
七

「
天
野
荘
上
天
野
村
」

（
26
）、
前
掲
書

（
27
）、
前
掲
書

（
28
）、『
続
風
土
記
』
巻
四
十
七

伊
都
郡
第
六

「
三
谷
荘
三
谷
村
」
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（
29
）、
同
右

（
30
）、『
続
風
土
記
』
高
野
山
之
部

巻
廿
一
「
天
野
社
下
」

（
31
）、
高
野
山
之
部

巻
廿

「
天
野
社
上
」
谷
口
正
信
氏
の
前
掲
書
に
掲
載
さ
れ
る
「
江
戸
末
期
の
天
野
社
建
物
配
置
図
」
に
丹
生
都
比
売
神
社
境
外
、

輪
橋
（
太
鼓
橋
）
の
東
方
に
「
荒
神
」
を
見
る
こ
と
で
き
る
。

（
32
）、（
30
）
に
同
じ
。

（
33
）、『
丹
生
都
比
売
神
社
史
』
コ
ラ
ム
「
天
野
に
お
け
る
狩
場
明
神
」（
丹
生
都
比
賣
神
社

平
成
二
一
）

（
34
）、
十
二
王
子
は
『
続
風
土
記
』（
高
野
山
之
部

巻
廿
「
天
野
社
上
」）
に
よ
れ
ば
、「
恵
美
須
」
を
筆
頭
に
「
皮
張
、
皮
付
、
土
公
神
、
大
将
軍
、

八
王
子
、
八
幡
、
熊
野
、
金
峯
、
白
山
、
住
吉
、
信
田
」
の
十
二
神
で
あ
る
。『
紀
伊
国
名
所
図
会
』
三
編
四
ノ
六
十
四
（
臨
川
書
店

平
成
八
）

の
天
野
社
の
絵
図
に
は
、
丹
生
四
所
明
神
の
両
脇
に
描
か
れ
て
い
る
。「
恵
美
須
」
は
十
二
王
子
の
筆
頭
と
し
て
、
別
に
社
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

（
35
）、
巻
四
十
七

伊
都
郡
第
六
「
三
谷
荘
皮
張
村
」

（
36
）、
三
編
三
ノ
廿
九
（
臨
川
書
店

平
成
八
）

（
37
）、『
日
本
書
紀
』
神
功
皇
后
紀
摂
政
元
年
に
、

爰
伐
二
新
羅
一
之
明
年
春
二
月
、（
中
略
）
皇
后
南
詣
二
紀
伊
国
一
、
会
二
太
子
於
日
高
一
、
以
レ
議
及
二
群
臣
一
、
遂
欲
レ
攻
二
忍
熊
王
一
、
更
遷
二
小
竹
宮
一

小
竹
、
此

云
之
努

（
芝
イ
）

、
適
二
是
時
一
也
、
昼
暗
如
レ
夜
、
已
経
二
多
日
一
、
時
人
曰
、
常
夜
行
之
也
、
皇
后
問
二
紀
直
豐
耳
一
曰
、
是
怪
何
由
矣
、
時
有
二
一
老
父
一
曰
、

伝
聞
、
如
レ
是
怪
謂
二
阿
豆
那
比
之
罪
一
也
、
問
何
謂
也
、
対
曰
、
二
社
祝
者
共
合
葬
歟
、
因
以
令
二
推
二
問
一
、
巷
里
有
二
一
人
一
曰
、
小
竹
祝
与
二
天

野
祝
一
共
為
二
善
友
一
、
小
竹
祝
逢
レ
病
而
死
之
、
天
野
祝
血
（
面
哭
イ
）

泣
曰
、
吾
也
生
為
二
交
友
一
、
何
死
之
無
レ
同
レ
穴
乎
、
則
伏
二
屍
側
一
而
自
死
、
仍
合

葬
焉
、
蓋
是
之
乎
、
乃
開
レ
墓
視
之
実
也
、
故
更
改
二
棺
櫬
一
、
各
異
レ
処
以
埋
之
、
則
日
（
即
イ
）

暉
炳
价
、
日
夜
有
レ
別
、（
新
訂
増
補
国
史
大
系
『
日
本
書
紀
』

前
篇
）

高
野
山
と
丹
生
・
高
野
両
明
神
（
藤
井
）
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神
功
皇
后
が
新
羅
遠
征
の
帰
路
に
忍
熊
王
の
謀
叛
を
鎮
め
ん
が
た
め
に
、
紀
伊
国
小
竹
に
遷
っ
た
と
こ
ろ
、
昼
が
夜
の
よ
う
に
暗
く
な
る
異
変

が
起
こ
る
。
皇
后
は
そ
の
理
由
を
紀
直
豊
耳
に
問
い
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、
古
老
の
言
で
は
、
小
竹
祝
と
天
野
祝
を
合
葬
し
た
「
阿
豆
那
比
之
罪
」

で
あ
る
と
い
う
。
そ
こ
で
分
け
て
埋
葬
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
異
変
は
な
く
な
っ
た
と
い
う
故
事
で
あ
る
。
こ
こ
に
出
て
く
る
「
紀
直
豊
耳
」
は
丹

生
氏
の
流
れ
の
祖
に
な
る
「
別
豊
耳
命
」
で
あ
り
、「
天
野
祝
」
は
「
丹
生
祝
」
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
氏
文
に
よ
れ
ば
豊
耳
命
―
小
牟
久
首

―
麻
布
良
首
と
続
き
、
こ
の
麻
布
良
首
が
「
丹
生
祝
」
の
姓
を
賜
っ
て
い
る
の
で
、
ま
だ
こ
の
時
点
で
は
「
丹
生
祝
」
と
云
わ
ず
に
、「
天
野
祝
」

と
称
し
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
天
野
原
で
の
神
の
鎮
座
の
古
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。

（
38
）、『
か
つ
ら
ぎ
町
史
』
通
史
編
「
原
始
古
代
編
」

か
つ
ら
ぎ
町

二
〇
〇
六

（
39
）、
義
江
彰
夫
「
初
期
中
世
村
落
」（『
講
座
日
本
史
』
２

東
京
大
学
出
版
会

一
九
七
〇
）

（
40
）、『
弘
法
大
師
伝
全
集
』
第
一
輯

ピ
タ
カ

一
九
七
七

『
空
海
僧
都
伝
』
は
諡
号
以
前
の
三
伝
（
他
は
『
大
僧
都
空
海
伝
』、『
贈
大
僧
正
空
海
和
上
伝
記
』）
の
一
つ
で
あ
る
。「
弘
法
大
師
」
の
諡
号
は
、

延
喜
二
十
一
年
（
九
二
一
）
に
醍
醐
天
皇
よ
り
賜
わ
っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
以
前
の
成
立
で
あ
る
。『
空
海
僧
都
伝
』
に
つ
い
て
は
文
中
に
「
大
師

自
二
天
長
九
年
十
二
月
一
、
深
二
厭
世
味
一
常
務
二
坐
禅
一
」
と
、「
大
師
」
の
称
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
西
田
長
男
氏
は
、
延
喜
二
十
一
年
以
降

の
成
立
で
あ
る
と
し
て
い
る
（「『
丹
生
祝
氏
文
』
と
『
弘
法
大
師
御
遺
告
』
と
」『
日
本
神
道
史
研
究
』
第
四
巻
中
世
編
上

講
談
社

昭
和
五
三
）。

白
井
優
子
氏
は
前
掲
書
（
第
一
部
、
Ⅰ
「
史
料
と
な
る
お
も
な
弘
法
大
師
空
海
伝
」）
で
、
諡
号
以
前
の
「
大
師
」
の
使
用
例
を
掲
げ
、
こ
こ
で
の

「
大
師
」
は
諡
号
で
は
な
く
尊
称
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

（
ふ
じ
い

と
よ
ひ
さ
・
元
皇
學
館
大
学
大
学
院
特
別
研
究
生
）
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